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連携先企業（担当者）

利用者からの意見・評価

障害に対する理解はまだまだ図り知れませんが、社会に役に立つという目標を掲げ、日々取り組んでいきたいと思います。Ａ

型事業所を利用して、ステップアップできたことは感謝しております。

出来るだけ長く、就職先で努められれば幸いです。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 MIRAI 札幌駅前 事業所番号 0110103207

住　所 北海道札幌市中央区北4条西4丁目1番地　加森ビル③4F 管理者名 藤肥　政裕

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 011-221-6066

利用者自身の将来設計とそのためには何をして

いく必要があるか、足りていない部分をどう改

善していくか理解し、実現する。一般就職を実

現し、自信に繋げる。

曖昧になっていた自分自身の強み、弱点、考え

方が明確化され、殺伐と抱いていた不安感が減

少した。一般就労に対してイメージがつき、履

歴書を実際に作ることでも改めて自己分析がで

きたと喜びと自信がついた。

何社か就職活動として履歴書を書いたり面接へ

行ったりと動いていたが、自分の弱みや長所を

うまくアピールできずにいたため、改めて本人

の良さを客観的な視点から伝え、自分自身と向

き合う時間を作った。

履歴書作成の際には志望理由だけでなく、なぜ

一般就労としてその企業を選んだのか、自身が

どう活躍できると感じたか、具体的に志望企業

に対してどんなことを感じたの書き出しまとめ

てもらった。

面接対策では、本人の伝えたいことをしっかり

伝えられるよう、何度も復唱を繰り返し数をこ

なす。

新しく作業を覚え、慣れていくまでには時間がかかると思われる。

本人が途中でめげだり投げ出したりしないよう、定着支援を続けていく。

相手企業様とも連絡をとり、直近の様子を伺いながら連携をしていく予定。

対象年度 令和6（2024）年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

2024年5月：一般就職に向けて、書類選考のた

め履歴書作成のフォロー、添削、ハローワーク

同行。面談・面接前の企業見学と作業体験の日

程調整・同行。

利用者本人の障害について理解と配慮してほし

いことをまとめ、事前に相手企業様へ提出。

様式２


